
香美地区

令和４年４月１日より、JA高知県　香美地区の新たな仲間となった新規採用職員をご紹介します ！

～新規採用職員のご紹介～

① 黒岩 朋矢（20）
② 土佐山田支所
　 土佐山田購買課
③ ドライブ、サッカー
④ Never give up
⑤　分からない事が多々ありま
すが、全力で頑張ります。

くろ いわ とも や

① 中西 菜緒（22）
② 野市支所　信用課
③ 音楽鑑賞
④ 継続は力なり
⑤　１日でも早く仕事を覚える
ように頑張ります。

なか にし な お

① 名前
② 配属先
③ 趣味・特技

④ 好きな言葉 
⑤ 抱負

▲  たくさんの種類を置いてある
　 肥料倉庫で在庫数を確認中

土壌検査を習得中 

▲

▲  ひとつひとつの処理を正確に

不慣れですが、
元気いっぱいで対応させて頂きます 

▲

▲  問い合わせが入ると、
　 購買端末機で確認

商品は間違わず、丁寧に！ 

▲

各部署に入る前にJA事業を学びました

① 小松 雄斗（20）
② 物部支所
　 物部購買課・集出荷場
③ ドライブ、釣り
④ 七転び八起き
⑤　慣れるまで色んな方にご迷惑を
おかけすると思いますが、精一
杯頑張ります。

こ まつ ゆう と

新規 ！ 元気 ！！ やる気 ！！！



　人生の半分以上を県外で過ごされてきた黒岩さん。ご両
親の高齢がきっかけで地元香北町に帰って来られて10年目
になります。
　地元に帰って来て感じているのが過疎化。大自然の魅力
がつまっている大荒の滝や御在所山をさらなる観光名所に
し、地域活性に繋げたく中学生の時に入団していた青年団
のことを思い出し当時のメンバーに声をかけ“梅久保・昔の
青年団”として再結成 ！ ！  また、県外に住んでいる娘さんも
自然豊かな香北町が大好きで、一緒になってイベントを計
画。開催したイベントには多くの人が集まり大盛況でした★  
近年はコロナの影響もあり、規模縮小し工夫をしながら、
SNSでも情報発信をし歩みを止めることなく、香北町がたく
さんの人で賑わうように仲間と活動をしています。
　取材をさせていただいて、生き生きしている黒岩さんがと
ても印象的でした  （^^）/

お散歩大好き だいすけくん
だいすけくん  （５歳）

　散歩中にトラクターを見つけると“ガタガタ”震え
るサニーちゃん ！  また、環境の変化にとても敏感で、
飼い主さんが留守にし、娘さんと２人きりになると、
飼い主さんがいつも立っている台所を見つめ“ガタ
ガタ”。ご飯も満足に食べることができなくなります。
飼い主さんは「体は大きいけど番犬にはようならん」
と苦笑い。怖がりなサニーちゃんは温厚な性格で賢
い一面も ！  引いた草を運んだり、畑を耕す際も一緒
に掘ったりとお手伝いもしてくれます♪  そんなサニー
ちゃんの可愛い瞬間は「頭隠して尻隠さず」なとき。
大好物のリンゴをもらった時に座卓の下に隠れるそう
ですが、頭だけ隠れて大きなお尻は丸見え ！  それが
何とも可愛いんだそうです♡

香我美支
所管内よ

り

　飼い主さんといつも一緒のだいすけくん。
　「甘えん坊でクンクンと声を出すところが可愛い」と飼い
主さん。寝言も言うそうで、それがまた可愛くてついつい
携帯でその声を録音したこともあるそう（^^）おとなしく、
人懐っこいだいすけくんは、初めて会った私にも一切吠え
ることなく、スリスリやズボンをカミカミしてたくさん甘えてき
てくれました♡
　毎日のお散歩が楽しみで広場に連れて行くと、嬉しすぎ
てテンション爆上がり（^^♪  土埃もなんのその♪  全力
で駆け回るだいすけくんです☆彡

香北支所
管内より自然豊かな地元を守って、

後世に残したい
黒岩 世履さん  （74）

い とう　まさ ひと

くろ いわ　せい　り

　現在５歳の子どもさんがおいでる伊東さん。その子
どもさんが以前は何でもよく食べていたのに、ここ最
近苦手な食べ物が増えてきたそう。生きていくうえで
食はとても大切。ナスを栽培する生産者側でもあり、
子どもさんを思い食育にも積極的です。ＪＡ主催の
“男の料理教室”に参加し、その時に習った料理を
お家で子どもさんと一緒に作った時に、「おいしい ！ 」
と言って食べてくれたのがすごく嬉しかったそうです♪  
大好きな子どもさんと少しでも多くの時間を一緒に過
ごしたいのと、これからの農業を見据え「統合環境
制御システム」を導入し、それによって出来た時間を
育児・食育にと育ｍｅｎな伊東さんです☆

ナス農家の育men☆
伊東 正人さん  （38） 

頭隠して尻隠さないワンコです
サニーちゃん  （２歳）

地区担当者より

野市支所管内より

お尻が丸見えの
サニーちゃん

飼い主さんの言葉を
ちゃんと聞きわけられるよ
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初夏の柑橘　『なつみ』
～濃厚な甘みと程よい酸味～

　

香
美
地
区
果
樹
部
南
津
海
研
究

会
の
栽
培
す
る
な
つ
み
の
出
荷
が

４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

少
し
ボ
コ
ボ
コ
し
た
見
た
目
の

な
つ
み
は
、
カ
ラ
マ
ン
ダ
リ
ン
と
吉

浦
ポ
ン
カ
ン
を
交
配
し
た
も
の
で
、

果
汁
が
多
く
濃
厚
な
甘
み
と
程
よ

い
酸
味
が
特
徴
で
す
。

　

同
研
究
会
で
は
、
６
人
の
生
産

者
が
60
ア
ー
ル
で
ハ
ウ
ス
栽
培
し

て
い
ま
す
。
な
つ
み
は
、
酸
が
高
い

の
で
収
穫
ま
で
の
約
１
年
の
間
、

樹
で
完
熟
さ
せ
ま
す
。
酸
を
減
ら

す
の
に
灌
水
の
調
整
が
非
常
に
難

し
く
熟
練
の
生
産
者
で
も
苦
労
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
天
候
の
影
響
で
酸
抜
け

が
遅
く
、
例
年
よ
り
２
週
間
ほ
ど

出
荷
時
期
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
出

荷
量
は
例
年
並
み
と
な
っ
て
お
り
、

品
質
の
方
も
美
味
し
い
仕
上
が
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

池
添
哲
治
代
表
は
「
今
年
も
甘

く
ほ
ど
よ
い
酸
味
に
仕
上
り
、
簡

単
に
皮
も
む
け
る
の
で
小
さ
い
子

ど
も
さ
ん
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、

美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
と
思

う
の
で
ぜ
ひ
食
べ
て
も
ら
い
た
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

初夏に美味しく食べることができるみかん。

香我美支所管内

地区本部

高知地区 香我美支所管内

　

営
農
販
売
事
業
本
部
は
５
月
３
日
、
高
知

市
で
開
か
れ
た
「
こ
う
ち
春
花
ま
つ
り
２
０

２
２
」
で
県
産
の
花
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

小
学
生
以
下
の
児
童
が
対
象
で
、
活
け
る

こ
と
で
直
接
県
産
花
の
魅
力
に
ふ
れ
、
花
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
親
子

な
ど
約
50
組
が
参
加
し
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

や
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
、
グ
ロ
リ
オ
サ
な
ど
８
種

類
の
県
産
花
を
吸
水
フ
ォ
ー
ム
に
差
し
て
仕

上
げ
ま
し
た
。

　

家
族
と
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
４
歳
の
女
の
子
は

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
中
心
に
活
け
「
ピ
ン
ク
が

好
き
な
の
で
た
く
さ
ん
入
れ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
へ
の
お
土
産
に
し
た
い
」
と
喜
び
ま
し
た
。

春花まつりでアレンジ教室
露地みかん部会
　出荷反省会

　

果
樹
部
露
地
み
か
ん
部
会
は
４
月
19
日
、

山
北
果
樹
集
出
荷
場
で
、
県
内
市
場
担
当
者

と
部
員
と
で
出
荷
反
省
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
近
森
秀
好
部
会
長
が
、
令
和
３
年
度

販
売
経
過
を
報
告
。
そ
の
中
で
は
梅
雨
明
け

後
は
晴
天
が
続
い
た
た
め
肥
大
が
鈍
く
、
日
焼

け
が
多
発
し
た
が
、
８
月
に
は
長
雨
に
見
舞

わ
れ
肥
大
が
進
行
。
早
生
以
降
の
品
種
は
食
味

良
好
と
な
り
全
体
と
し
て
は
共
撰
販
路
拡
大

に
よ
る
高
単
価
で
取
引
さ
れ
、
デ
ー
タ
に
残
る

平
成
11
年
以
降
で
共
選
・
個
選
と
も
に
最
高
の

平
均
単
価
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
場
担
当
者
と
部
員
の
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
、
今
年
度
も
よ
り
一
層
の
品

質
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

フラワーアレンジメントを楽しむ親子。 近森部会長から販売経過を報告。

女性部総会
楽しく学び交流

執行部から活動報告が行われている様子。

未来にのこす「わたしノート」。

　

女
性
部
土
佐
香
美
地
区
は
４
月
15

日
、
第
４
回
通
常
総
会
を
野
市
支
所
で

開
催
し
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
な
ら

び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
な
ど
、
３
つ

の
議
案
を
全
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
、
女
性
部

活
動
が
相
次
い
で
延
期
や
中
止
に
な
り

部
員
同
士
の
交
流
が
ま
ま
な
ら
な
い
中

で
も
、
何
が
女
性
部
組
織
と
し
て
出
来

る
か
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
執
行
部
か
ら

報
告
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
女
性
協
創
立
70
周
年
の

記
念
の
年
で
あ
り
、
女
性
部
員
歴
65
年

の
香
北
支
部　

武
内
弘
子
さ
ん
が
Ｊ
Ａ

女
性
組
織
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

こ
と
も
合
わ
せ
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
家
の
光
協
会

南
さ
や
か
氏
を
講
師
に
招
き
「
ハ
ッ

ピ
ー
マ
イ
ラ
イ
フ
」
と
題
し
「
家
の

光
」
別
冊
付
録
、
未
来
に
の
こ
す　

わ

た
し
ノ
ー
ト
の
活
用
方
法
の
講
演
を

行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
自
分
の
思
い
を

伝
え
る
『
私
』
ノ
ー
ト
・
大
切
な
ひ
と

に
『
渡
し
』
て
ほ
し
い
と
い
う
２
つ
の

意
味
合
い
が
あ
る
こ
の
ノ
ー
ト
に
書
き

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
と
会
話
を

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に

も
つ
な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

やっこねぎ部会　
ＨＰリニューアル

　

や
っ
こ
ね
ぎ
部
会
は
、
こ
の
度
Ｈ

Ｐ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
Ｈ
Ｐ
の
内
容
が
消
費

者
の
求
め
る
情
報
と
し
て
発
信
出
来

て
い
な
い
の
で
は
？  

と
感
じ
始
め
た

こ
と
。
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社

会
の
加
速
に
よ
る
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
の
必
要
性
等
、
様
々
な
課
題
解

決
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
で
取
り
組
む

に
は
知
識
も
少
な
く
、
情
報
発
信
す

る
の
に
生
産
者
目
線
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
、
昨
年
の
夏
に
広

告
代
理
店
に
作
成
を
依
頼
。

　

宮
地
泰
範
部
会
長
は
、
今
後
の
Ｈ

Ｐ
に
つ
い
て
「
部
会
と
し
て
農
業
生

産
工
程
管
理
『
高
知
県
版　

Ｇ
Ａ
Ｐ
』

に
取
り
組
み
、
生
産
工
程
の
管
理
や

改
善
を
行
い
、
農
業
の
安
全
・
安
心

を
モ
ッ
ト
ー
に
栽
培
・
出
荷
を
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
た
い
」
ま
た
、「
ね

ぎ
＝
薬
味
だ
け
で
は
な
く
、
や
っ
こ
ね

ぎ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
レ
シ

ピ
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の

人
に
見
て
、
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
し
て
、
よ
り
Ｈ
Ｐ
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
動
画
配
信
に
も
取
り

組
み
、
見
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

リニューアルしたＨＰを部員とみる様子。

土佐山田支所管内

な

つ

み
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チ
ャ
レ
ン
ジ
！  

家
庭
菜
園 

ミ
ズ
ナ（
キ
ョ
ウ
ナ
）

小
株
か
ら
大
株
ま
で
楽
し
む

　

ミ
ズ
ナ
（
水
菜
）
は
古
く
か
ら
京
都
で
栽
培
さ
れ

て
い
た
ツ
ケ
ナ
の
一
種
で
、
キ
ョ
ウ
ナ
（
京
菜
）
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。
葉
の
形
が
細
く
、
切
れ
込
み
の
多
い

菜
類
で
す
が
、
柳
の
葉
の
よ
う
な
丸
葉
に
分
化
し
た

の
が
ミ
ブ
ナ
（
壬
生
菜
）
で
す
。
本
来
は
、
大
株
に

し
て
水
炊
き
、
す
き
焼
き
、
漬
物
に
利
用
し
ま
す
が
、

最
近
は
小
株
取
り
し
て
、
サ
ラ
ダ
と
し
て
人
気
の
高

い
野
菜
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
栽
培
時
期
】
小
株
取
り
で
は
、
冬
を
除
き
種
ま
き

が
で
き
、
夏
ま
き
は
30
日
程
度
、
春
秋
ま
き
は
40
〜

60
日
で
収
穫
に
な
り
ま
す
。
大
株
取
り
で
は
８
月
下

旬
〜
９
月
中
旬
に
種
ま
き
し
、
12
〜
３
月
に
収
穫
し

ま
す
。

【
品
種
】
葉
の
幅
が
狭
く
葉
数
の
多
い
サ
ラ
ダ
用
の

「
京
み
ぞ
れ
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
京
す
だ
れ
」（
丸
種
）

は
茎
が
白
く
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
食
感
の
品
種
で

す
。
大
株
取
り
で
は
「
晩
生
白
茎
千
筋
京
水
菜
」（
タ

キ
イ
種
苗
）
な
ど
が
良
い
で
し
ょ
う
。

【
土
作
り
】
幅
１
０
０
〜
１
２
０
㎝
の
ベ
ッ
ド
を
作
り
、

１
平
方
ｍ
当
た
り
堆
肥
１
㎏
、
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ

を
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
１
０
０
ｇ
を

全
面
に
施
し
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

【
種
ま
き
】
小
株
取
り
で
は
、
じ
か
ま
き
と
し
、
ベ
ッ

ド
に
幅
20
㎝
間
隔
の
種
ま
き
溝
を
作
り
、
お
よ
そ
１
㎝

間
隔
に
筋
ま
き
し
ま
す
（
図
１
）。
種
ま
き
後
は
防

虫
ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
、
害
虫
か
ら
保
護
す

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
大
株
取
り
で
は
移
植
栽
培
と

し
、セ
ル
ト
レ
イ
や
小
型
ポ
ッ
ト
に
４
〜
５
粒
ま
き
（
図

２
）、
間
引
き
し
て
本
葉
５
〜
６
枚
の
苗
を
作
り
、

条
間
30
㎝
、
株
間
30
㎝
に
植
え
付
け
ま
す
。

【
管
理
】
小
株
取
り
で
は
本
葉
が
出
て
込
み
合
っ
て
き

た
ら
、
適
宜
間
引
き
を
行
い
、
最
終
的
に
は
５
㎝
く

ら
い
に
し
ま
す
（
図
３
）。
大
株
取
り
で
は
、
種
ま
き

の
１
ヵ
月
後
と
２
ヵ
月
後
に
化
成
肥
料
で
、
そ
れ
ぞ

れ
１
株
５
ｇ
程
度
の
追
肥
を
し
ま
す
。

【
病
害
虫
の
防
除
】
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
、
サ
ン
ク
リ
ス
タ
ル

乳
剤
な
ど
、
ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
に
は
ト
ア
ロ
ー
水
和
剤

Ｃ
Ｔ
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
農
薬
で
防
除
し
ま
す
。

【
収
穫
】
小
株
取
り
で
は
葉
の
長
さ
が
25
〜
30
㎝
く
ら

い
が
収
穫
適
期
で
す
。
一
部
を
収
穫
し
、
株
間
15
〜

30
㎝
と
な
る
よ
う
に
株
を
残
し
、
中
〜
大
株
取
り
に

し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
大
株
取
り
で
は
、
１
㎏
く

ら
い
か
ら
収
穫
を
始
め
ま
す
（
図
４
）。

【
い
も
ち
病
】

発
生

　

い
も
ち
病
は
葉
面
湿
潤
時
間
と
平
均
気
温

が
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
条
件

を
満
た
し
た
７
日
〜
10
日
後
に
い
も
ち
病
の

初
発
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

後
、
約
７
日
後
に
発
病
が
増
加
し
始
め
ま
す
。

※
発
病
し
や
す
い
条
件
は
、
湿
潤
時
間
が
10

時
間
、
湿
潤
時
間
中
の
温
度
が
15
℃
〜
25
℃

で
す
。
さ
ら
に
前
５
日
間
の
平
均
気
温
が

20
〜
25
℃
で
あ
れ
ば
、
発
病
の
好
適
な
条

件
と
な
り
ま
す
。

■
極
早
生
や
早
生
栽
培
の
場
合
は
、
５
月
下

旬
か
ら
６
月
上
旬
頃
に
発
病
が
確
認
さ
れ

ま
す
。

■
中
生
栽
培
の
場
合
は
苗
の
管
理
時
に
発
生
す

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
特
に
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

は
、
い
も
ち
病
に
弱
い
た
め
、
病
斑
を
確
認

し
た
ら
防
除
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

症
状

　

葉
で
は
、
円
形
か
ら
楕
円
形
で
、
灰
緑
色

水
浸
状
の
病
斑
を
生
じ
ま
す
。
そ
の
後
長
紡

錘
形
や
菱
形
と
な
り
、
中
央
部
が
灰
白
色
周

縁
は
褐
色
の
病
斑
と
な
り
ま
す
。
葉
節
が
侵

さ
れ
る
と
、
灰
褐
色
で
葉
縁
部
が
褐
色
の
大

き
な
病
斑
と
な
り
ま
す
。

【
本
病
の
生
態
と
特
長
】

▽
本
病
は
土
壌
伝
染
性
の
も
の
で
、
苗
の
活
着
期
か
ら
い

も
の
掘
取
り
期
に
か
け
て
発
生
し
ま
す
。
本
病
は
、
つ
る
割

病
と
は
異
な
り
、
殆
ど
の
品
種
に
発
生
し
ま
す
。
苗
床
で
は

発
生
せ
ず
、
畑
に
定
植
し
て
か
ら
感
染
・
発
病
し
ま
す
。
汚

染
の
進
行
し
た
畑
で
は
、
苗
が
発
根
活
着
し
地
上
部
の
生

育
が
開
始
す
る
概
ね
植
付
け
２
週
間
頃
か
ら
葉
色
が
異
常

と
な
り
、
黄
色
あ
る
い
は
紅
葉
色
を
帯
び
て
き
ま
す
。
つ
る

は
伸
長
せ
ず
、
葉
は
し
お
れ
、
次
第
に
生
育
不
良
に
な
り
ま

す
。
大
部
分
の
株
は
枯
れ
、
こ
の
よ
う
な
株
の
根
は
、
殆
ど

黒
く
腐
っ
て
い
る
か
脱
落
し
て
い
ま
す
。
地
下
部
の
茎
に

は
円
形
あ
る
い
は
不
整
形
の
へ
こ
ん
だ
黒
褐
色
の
病
斑
が
、

発
根
基
部
・
節
間
・
苗
の
切
り
口
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
汚
染
程
度
の
軽
い
畑
で
は
、
苗
は
生
育
し
ま

す
が
、
日
射
し
の
強
い
昼
間
に
は
し
お
れ
、
葉
は
遠
く
か
ら

見
る
と
生
気
が
な
く
、
や
や
銀
色
が
か
っ
て
見
え
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
株
の
根
は
部
分
的
に
腐
敗
し
て
お
り
、
そ
の
為
、

地
上
部
の
茎
の
節
か
ら
タ
コ
足
の
よ
う
に
多
く
の
発
根
が

見
ら
れ
、
茎
や
芋
に
黒
褐
色
の
病
斑
が
見
ら
れ
ま
す
。
芋
の

表
面
に
生
じ
る
は
っ
き
り
と
し
た
黒
斑
は
、
古
く
な
る
と

や
や
へ
こ
み
ま
す
が
、
コ
ル
ク
化
し
て
内
部
へ
の
拡
大
は

あ
り
ま
せ
ん
。
病
斑
は
芋
の
形
状
に
影
響
を
与
え
な
い
場

合
と
病
斑
部
分
が
く
び
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
と
対
策
防
除
】

▽
定
植
２
週
間
頃
か
ら
葉
色
が
悪
く
、
生
育
の
悪
い
株
が
見

つ
か
っ
た
場
合
、
根
が
黒
褐
色
に
腐
っ
て
い
た
り
、
腐
っ
て

脱
落
し
て
い
た
り
す
れ
ば
本
病
で
す
。 
生
育
の
盛
ん
な
時
期
、

日
中
に
株
が
し
お
れ
る
場
合
に
は
本
病
の
可
能
性
が
あ
り
、

地
下
部
の
茎
、
根
、
芋
に
根
腐
れ
や
黒
褐
色
の
病
斑
が
あ
る

か
ど
う
か
調
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
中
葉
が
し
お
れ
る
症
状
に
於
い
て
は
、「
つ
る
割
病
」

や
「
紫
紋
羽
病
」
が
あ
り
ま
す
が
、「
つ
る
割
病
」
は
、
芋
に

病
斑
が
な
く
地
際
部
の
茎
に
つ
る
割
れ
症
状
が
見
ら
れ
ま

す
。「
紫
紋
羽
病
」
は
、
根
・
芋
に
紫
褐
色
の
菌
糸
が
絡
み
つ

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
根
腐
れ
を
伴
う
本
病
と
は
安
易

に
区
別
で
き
ま
す
。
ま
た
、
芋
に
同
様
の
病
斑
を
生
じ
る

「
黒
斑
病
」
で
は
、
黒
変
部
が
芋
の
深
部
に
及
び
、
病
斑
の

中
央
部
に
黒
色
の
カ
ビ
を
生
じ
る
一
方
、
本
病
で
は
、
や
や

へ
こ
み
コ
ル
ク
化
し
て
浅
く
、
病
斑
の
中
央
部
に
亀
裂
が
観

察
さ
れ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

▽
土
壌
病
害
に
起
因
す
る
本
病
は
、
薬
剤
散
布
に
よ
る
根
本

的
治
療
が
存
在
し
な
い
為
、
残
渣
の
適
正
処
理
を
行
う
と
と

も
に
、
土
壌
消
毒
を
徹
底
し
、
予
防
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
土
壌
燻
蒸
剤
／
ド
ロ
ク
ロ
ー
ル
（
ピ
ク
リ
ン
）
灌
注
処
理

　
【
全
面
処
理
10
ａ
／
20
ℓ（
１
穴
当
２
〜
３
㎖
）】

早
掘
甘
藷

水
稲

立
枯
病

（
い
も
ち
病
の
発
生
・
症
状
・
対
策
に
つ
い
て
）

防
除
対
策

■
苗
床
で
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
正
常
な
苗
と

離
し
て
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
本
田
で
は
初
発
生
時
期
が
防
除
の
適
期
と
な

り
ま
す
。
栽
培
時
に
不
順
な
天
候
が
続
き
、

葉
に
病
斑
が
見
ら
れ
る
と
き
に
は
早
め
に
薬

剤
（
※
）
に
よ
る
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

上
位
葉
に
発
病
が
多
い
と
き
は
、
穂
に
移

り
、
穂
い
も
ち
を
誘
発
し
、
収
量
が
大
幅
に

減
少
し
ま
す
。
出
穂
前
に
薬
剤
を
散
布
し
、

い
も
ち
の
発
生
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

※
ブ
ラ
シ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
１
０
０
０
倍
希
釈

し
散
布
が
効
果
的
で
す
。

（
注
）

　

Q
o
I
剤
（
ア
ミ
ス
タ
ー
エ
イ
ト
や
イ
モ
チ

エ
ー
ス
ス
タ
ー
ク
ル
等
）
は
耐
性
を
つ
け
な
い

為
に
も
、
Q
o
I
剤
の
使
用
は
年
1
回
の
使
用

に
と
ど
め
て
下
さ
い
。

　

多
肥
条
件
で
発
生
が
助
長
さ
れ
る
た
め
、
毎

年
発
生
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
減
肥

で
栽
培
を
行
う
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

茎根元の罹病状況 
根腐れと茎の潰瘍症状

根（芋）の罹病状況 
多数出現した黒褐色病斑

葉の罹病状況
生育不良としおれ

出典：ルーラル電子図書館

苗の葉いもち

葉いもち
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特
集
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
農
業
に
若

い
力
が
加
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い

こ
と
で
す
ね
。

（
香
南
市
香
我
美
町
・
72
歳
）

シ
ョ
ウ
ガ
が
好
き
な
の
で
、
初
め
て
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
あ

ん
ま
り
上
手
に
出
来
な
か
っ
た
の
が
く

や
し
く
て
、
２
日
後
に
ま
た
作
っ
て
み

た
ら
バ
ッ
チ
リ
！  

感
激
し
ま
し
た
。
娘

も
「
お
い
し
い
！
」
と
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
香
南
市
赤
岡
町
・
61
歳
）

コ
ハマ
コ
ー
ヒ
ー
に
は
時
々
出
か
け
て
い
ま

す
。
こ
こ
の
ス
コ
ー
ン
の
フ
ァ
ン
で
す
。

あ
ん
バ
タ
ー
と
コ
ー
ヒ
ー
で
ホ
ッ
と
癒
さ

れ
て
い
ま
す
。
ち
ょっ
と
遠
い
け
ど
フ
ァ
ン

に
な
り
ま
す
よ
！  

行
っ
て
み
て
下
さ
い
！

（
香
美
市
土
佐
山
田
町
・
61
歳
）

▼
私
た
ち
の
大
事
な
食
を
支
え
て
い
る

農
業
者
の
減
少
。
就
農
希
望
者
の
本
気

を
審
査
し
、
部
会
と
各
関
係
者
が
こ
ち

ら
も
本
気
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
！  

若
い

力
が
加
わ
り
こ
れ
か
ら
を
創
っ
て
く
れ

る
！  

頼
も
し
い
で
す
ね
。

▼
実
は
・・・
私
は
あ
ま
り
シ
ョ
ウ
ガ
が

得
意
な
方
で
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
お
便
り
を
頂
く
と
、
お
い
し
そ
う
！  

と
お
も
い
食
べ
て
み
た
く
な
り
ま
す
! !

み
な
さ
ん
か
ら
頂
く
お
便
り
効
果
♪

う
ち
の
猫
の
額
ほ
ど
の
庭
に
も
、
立
派

な
も
の
は
な
い
け
ど
色
と
り
ど
り
の
花

た
ち
が
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
咲
き
乱
れ
て
い

ま
す
。
今
は
、
や
ま
ぶ
き
が
と
て
も
き

れ
い
で
す
。（香

美
市
香
北
町
・
65
歳
）

【
高
知
の
花
を
も
っ
と
日
常
に
の
ペ
ー
ジ

に
た
く
さ
ん
の
お
便
り
頂
き
ま
し
た
☆
】

鉢
植
え
栽
培
・
プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
づ

く
り
も
い
い
で
す
が
、
花
も
い
い
で
す

ね
。
平
和
、
あ
た
り
前
の
暮
ら
し
が
早

く
も
ど
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
香
南
市
赤
岡
町
・
64
歳
）

コ
ロ
ナ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
値
上
が
り

等
々
、
心
が
折
れ
そ
う
な
日
々
の
中
に

花
は
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

桜
・
ツ
ツ
ジ
・
藤
、
次
は
何
の
花
が
み

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

（
香
美
市
土
佐
山
田
町
・
71
歳
）

家
の
中
に
季
節
の
花
を
生
け
る
の
が
大

好
き
! !  

高
知
に
も
か
わ
い
い
花
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
部
屋
の
中
が
明
る
く
な
り
ま
す
。

（
香
美
市
香
北
町
・
72
歳
）

▼
私
、
ス
コ
ー
ン
好
き
で
す
！  

遠
い
道

の
り
も
え
ん
や
こ
ら
で
、
ス
コ
ー
ン
と

あ
ん
バ
タ
ー
を
目
指
し
て
行
っ
て
み
た

い
で
す
。

▼
先
日
、
お
花
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
家

に
帰
り
花
瓶
に
生
け
る
と
い
う
よ
り
は
、

私
の
場
合
は
挿
す
で
す
が
（
笑
）、
花
が

あ
る
風
景
に
心
が
和
み
ま
し
た
。
日
々

色
々
な
こ
と
が
起
こ
り
、
色
々
な
お
も

い
が
あ
る
な
か
、
自
然
の
美
し
さ
に
は

心
が
や
す
ま
り
ま
す
ね
。

＊地区担当者のつぶやき＊
　この春から、香美地区の広報担当となりました田村沙良です。今まで広報誌を読む側だったのが、これ
からは制作側 ！  あんなことやこんなこと上げればきりがないぐらい緊張要素がいっぱい ！ ！  でも、担当はわ
たしひとりですが、それぞれの部署に大先輩の職員や後輩職員がたくさんいて、組合員のみなさんの声を
つないでくれたり、管内の情報を共有してくれるとおもうと、緊張しいで“のか”な私でもみなさんに身近
に感じてもらえ親しみを持ってもらえる広報誌が出来るのではと前向きになっています♪  みなさんの所に、
どんどん出向き取材をさせて頂き、目指すとこは広報誌を読むのが楽しみとおもってもらえるようにです。こ
れからどうぞよろしくお願い致します（*^▽^*）

〒781－5295  香南市野市町西野2704－２
TEL.0887－56－0121

【連絡先】高知県農業協同組合 香美地区本部廃ポリ・廃プラ回収日

◆ 廃ポリ
とき：７月 ８日（金）　午前９時～11時
とき：７月 １日（金）　午前９時～11時
とき：７月 ５日（火）　午前８時～ ９時30分
とき：７月19日（火）　午前８時～ ９時30分

とき：７月 ７日（木）　午前８時～10時

土佐山田支所
野市支所
夜須支所

吉川・香我美・赤岡支所

◆ 廃プラ（ビニール）

とき：７月14日（木）　午前８時～10時
吉川・香我美・赤岡支所

野市支所
56－0921

物部支所
58－3105

香北支所
59－2321

土佐山田支所
53－2155

吉川支所
55－2117

赤岡支所
55－2151

夜須支所
55－2155

香我美支所
55－3135

香美営農経済センター
56－2372

特産センター
56－0061

車輌センター
56－0314

農機センター
53－4221

JA葬祭会館「ルミエールとさかみ」 
56－5911（24時間対応）

LPガスセンター
53－4353

JA共済中央サービスセンター
088－821－6015

　土佐山田支所は土佐山田購買課西側駐車場。野市支所、夜須支所、
吉川・香我美・赤岡支所は旧香我美ライスセンターとなっています。

回収場所

　ビニール・ポリ以外の異物（泥土・ゴミなど）が付着すると、費用負担が
多くかかり、何よりも土の微粒子等が飛散することにより近隣住民に大きな
ご迷惑となります。回収にあたり、異物を十分に取り除いて頂きますようお願
いいたします。

回収にあたってのご注意


